
特集／障害と開発｜開発のイマージング・イシュー

開
発
援
助
の
主
要
な
動
き
が
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発

目
標
に
沿
っ
て
動
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
「
開

発
と
障
害
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
考
え
る
上
で
も
、

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目

標
と
障
害
者
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
と
の
接
点
を

考
え
て
み
た
い
。

●
社
会
開
発
、
社
会
指
標
、
障
害

最
初
に
社
会
開
発
と
社
会
指
標
、『
人
間
開
発

報
告
書
』
の
中
で
障
害
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ

て
き
た
の
か
を
見
て
み
た
い
。
一
九
七
○
年
代
後

半
か
ら
社
会
開
発
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
社
会
指

標
を
設
定
し
て
国
民
の
福
祉
向
上
に
努
め
る
試
み

が
行
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
流
れ
は
一
九
九

○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
国
連
開
発
計
画
の
「
人
間

開
発
」
と
い
う
概
念
に
、
あ
る
い
は
一
九
九
五
年

の
世
界
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
へ
と
継
承
さ
れ
て
い

っ
た
。
た
と
え
ば
世
界
社
会
開
発
サ
ミ
ッ
ト
の
宣

言
は
、
障
害
者
の
自
立
生
活
と
社
会
へ
の
完
全
参

加
へ
の
努
力
を
世
界
各
国
に
呼
び
か
け
て
い
る

（
参
考
文
献
④
、
一
八
九
〜
二
一
九
ペ
ー
ジ
）。

国
連
統
計
局
で
も
一
九
八
八
年
に
身
体
障
害
者

に
関
す
る
統
計
開
発
の
試
み
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ

る
（
参
考
文
献
②
、
一
九
一
ペ
ー
ジ
）。
日
本
で

は
経
済
企
画
庁
の
「
新
国
民
生
活
指
標
」
で
身
体

障
害
者
の
就
職
件
数
な
ど
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
はD

evelopm
ent A

cadem
y 

of the Philippines

が
一
九
七
三
年
か
ら
一
九
七
五

年
に
か
け
てSocial Indicator Project 

を
行
っ
て
、

健
康
・
栄
養
の
一
項
目
と
し
て
、
疾
病
や
障
害
に

よ
る
労
働
日
数
損
失
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た

（
参
考
文
献
⑪
、pp.151-164, Table1

参
照
）。
最

近
で
は
社
会
政
策
と
の
関
連
で
重
要
な
「
社
会
的

排
除
」
指
標
の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、

重
要
な
指
標
の
一
つ
と
し
て
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や

高
齢
者
と
な
ら
ん
で
障
害
者
関
連
の
指
標
が
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
①
、
六
七
〜
八
○

ペ
ー
ジ
）。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
ま
だ
プ
ラ
ン
の

段
階
だ
か
ら
、
実
際
に
社
会
に
定
着
さ
せ
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に
障
害
者
の
問
題
が

福
祉
や
医
療
、
社
会
保
障
の
項
目
の
一
つ
と
し
て

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
今
後
改
善
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。
障
害
者
の
生
活
は
社
会
福
祉
施
設

や
病
院
だ
け
で
完
結
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
就
労

や
政
治
参
加
、
生
活
基
盤
の
保
障
な
ど
は
、
社
会

的
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
や
法
制
度
、
労
働

慣
行
の
見
直
し
な
ど
広
い
分
野
の
評
価
を
要
請
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

●
『
人
間
開
発
報
告
書
』
の
中
の
障
害

国
連
加
盟
各
国
は
二
○
○
六
年
八
月
二
五
日
、

障
害
者
に
対
す
る
差
別
撤
廃
な
ど
を
求
め
る
国
際

条
約
「
障
害
者
の
権
利
条
約
」
案
に
つ
い
て
合
意

し
た
よ
う
で
あ
る
（『
朝
日
新
聞
』
二
○
○
六
年

八
月
二
六
日
夕
刊
二
面
）。国
連
開
発
計
画
の
「
人

間
開
発
」
と
い
う
考
え
方
は
、
人
間
に
不
可
欠
な

自
由
や
選
択
肢
、
機
会
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
権
利
の
具
体
的
な
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
実

現
に
向
け
た
手
段
と
結
び
付
け
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
障
害
や
健
康
に
関
す
る
国
際
分
類
」

（International C
lassification of F

unctioning, 

D
isability and H

ealth

＝
Ｉ
Ｆ
Ｃ
）
に
は
「
人
間

開
発
」
の
概
念
と
極
め
て
近
い
概
念
が
使
わ
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、『
人
間
開
発
報
告
書
』

は
障
害
者
の
問
題
を
意
外
に
取
り
上
げ
て
い
な
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑩
、

pp.725-739,

特
にpp.731-732

参
照
）。『
人
間
開

発
報
告
書
』
で
障
害
に
関
す
る
記
述
を
見
て
み
る

と
「
人
間
の
安
全
保
障
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
人

間
開
発
報
告
書 

一
九
九
四
』
で
は
、
途
上
国
の

身
体
障
害
者
が
必
要
な
職
業
訓
練
や
就
職
斡
旋
を

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
と
障
害
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得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
貧
困
と
失
業
の
中
に
置
か

れ
て
い
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献

⑤
、
二
六
ペ
ー
ジ
）。『
人
間
開
発
報
告
書 

一
九

九
六
』
で
は
、
障
害
者
は
機
会
を
否
定
さ
れ
た
存

在
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑬
、

p.101, B
ox 4.9

）。
こ
の
『
人
間
開
発
報
告
書 

一

九
九
六
』
で
は
、
障
害
者
は
多
様
な
能
力
を
も
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
分
の
能
力
を
活
用

し
発
展
さ
せ
て
い
く
上
で
（
社
会
の
偏
見
に
由
来

す
る
）
障
壁
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
、
女
性
の
障

害
者
の
状
況
は
深
刻
で
あ
る
こ
と
、
平
均
余
命
の

延
び
と
と
も
に
障
害
を
持
っ
て
人
生
を
お
く
る
人

た
ち
に
適
し
た
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
訴
え
て

い
る
。「
人
間
貧
困
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
人
間

開
発
報
告
書
一
九
九
七
』
で
は
ア
ジ
ア
、
サ
ハ
ラ

以
南
ア
フ
リ
カ
の
住
民
参
加
に
よ
る
調
査
の
結
果
、

貧
困
や
不
幸
の
基
準
の
一
つ
に
障
害
が
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
る
（
参
考
文
献
⑥
、
二
二
ペ
ー
ジ
、

B
ox 1.2

）。
環
境
破
壊
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
人
間

開
発
報
告
書
一
九
九
八
』
で
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
死

亡
者
の
五
％
近
く
、
障
害
者
の
四
％
近
く
が
大
気

汚
染
が
原
因
で
あ
る
、
と
い
う
結
果
を
紹
介
し
て

い
る
（
参
考
文
献
⑦
、
九
二
ペ
ー
ジ
）。「
人
権
と

人
間
開
発
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
人
間
開
発
報
告

書 

二
○
○
○
』
は
特
別
な
ニ
ー
ズ
を
持
つ
人
た

ち
の
権
利
実
現
に
向
け
た
活
動
と
し
て
、
Ｄ
Ｐ
Ｉ

（D
isable People ’s International

）
の
活
動
を

紹
介
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑭
、p.118, B

ox 6.5

）。

ま
た
『
人
間
開
発
報
告
書
』
に
は
先
進
国
や
途
上

国
の
障
害
者
の
全
人
口
に
占
め
る
割
合
が
掲
載
さ

れ
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
（
参
考
文
献
⑥
、
二
○

二
〜
二
○
三
ペ
ー
ジ
、
参
考
文
献
⑦
、
一
九
四
〜

一
九
五
ペ
ー
ジ
、
参
考
文
献
⑭
、pp.172-175

）。

し
か
し
『
人
間
開
発
報
告
書
』
で
障
害
者
が
言

及
さ
れ
る
の
が
貧
困
、
環
境
破
壊
な
ど
の
文
脈
で

あ
っ
て
「
障
害
」
そ
の
も
の
が
焦
点
で
な
い
こ
と

が
「
開
発
と
障
害
」
に
対
す
る
十
分
な
展
開
を
阻

ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
貧
困
者
率
」
や

「
社
会
排
除
指
標
」
と
「
障
害
者
比
率
」
は
政
策

目
標
と
し
て
同
列
に
扱
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。

政
策
は
「
貧
困
者
率
」
や
「
社
会
的
排
除
指
標
」

を
削
減
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
障
害
を
持
っ

た
人
た
ち
が
現
実
に
生
活
し
て
い
る
以
上
、「
障

害
者
比
率
」
を
削
減
す
る
こ
と
で
は
な
く
、「
障

害
を
持
っ
て
い
な
が
ら
苦
し
い
生
活
を
強
制
さ
れ

て
い
る
人
の
割
合
」
を
削
減
す
る
こ
と
が
政
策
目

標
に
な
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
ま
た
今
後
何
を
す

べ
き
か
、
と
い
う
提
案
に
な
る
と
、
障
害
の
原
因

に
な
る
貧
困
や
感
染
症
、
環
境
破
壊
を
防
ぐ
予
防

的
意
味
で
の
開
発
を
重
視
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

今
既
に
障
害
を
持
っ
た
人
た
ち
を
ど
の
よ
う
に
支

援
し
て
い
く
か
が
前
面
に
は
出
な
い
こ
と
に
な
り

か
ね
な
い
。「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
い
う
よ
う

に
紛
争
や
感
染
症
な
ど
を
予
防
す
る
こ
と
は
、

「
障
害
者
を
作
り
出
さ
な
い
」
と
い
う
意
味
で
は

「
開
発
と
障
害
」
に
関
わ
っ
て
い
る
と
も
い
え
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
「
非
障
害
者
中
心
の
開
発
」

を
容
認
す
る
可
能
性
も
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
障

害
者
自
体
が
多
様
で
あ
る
た
め
に
、
包
括
的
に
論

じ
る
枠
組
み
が
作
り
に
く
い
こ
と
も
、『
人
間
開

発
報
告
書
』
の
中
で
の
障
害
の
位
置
付
け
を
難
し

く
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

●
人
間
開
発
と
障
害

人
間
開
発
と
い
う
視
点
か
ら
障
害
を
考
え
て
み

る
と
、
障
害
者
は
あ
る
特
定
の
能
力
、
機
能
、
た

と
え
ば
足
で
歩
い
て
移
動
で
き
る
、
と
い
う
機
能

が
失
わ
れ
て
い
る
状
態
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
歩
く
と
い
う
活
動
は
人
間
の
生
活
や
労

働
の
至
る
と
こ
ろ
に
浸
透
し
て
い
る
の
で
、
一
つ

の
機
能
が
失
わ
れ
た
だ
け
で
も
生
活
全
体
が
大
き

な
損
失
を
被
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
特

性
は
、
佐
藤
仁
氏
が
指
摘
し
た
基
礎
的
機
能
の

「
共
倒
れ
可
能
性
」（co-collapsable

）
の
議
論

を
思
い
起
こ
さ
せ
る
（
参
考
文
献
③
、
一
〜
三
一
、

特
に
一
二
ペ
ー
ジ
）。
障
害
の
損
失
は
就
労
・
所

得
獲
得
機
会
の
減
少
と
生
活
上
の
費
用
の
増
加
と

い
う
両
面
で
障
害
者
の
生
活
を
苦
し
い
状
況
に
お

い
て
し
ま
う
。
ま
た
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
に
、

一
括
し
て
地
域
に
供
給
さ
れ
る
も
の
で
は
少
数
者

で
あ
る
障
害
者
の
固
有
の
事
情
は
考
慮
さ
れ
な
い

か
も
し
れ
な
い
。
基
礎
的
機
能
の
相
互
補
完
性
は
、

障
害
者
と
非
障
害
者
は
意
外
に
近
い
存
在
で
あ
る

こ
と
、
わ
ず
か
な
機
能
の
違
い
が
人
生
経
路
全
般

に
及
ぶ
格
差
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
示
唆
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。

人
間
開
発
と
い
う
概
念
は
、「
不
平
等
」
に
対

す
る
見
方
に
対
し
て
も
新
し
い
視
点
を
提
供
す
る
。

『
人
間
開
発
報
告
書
』
に
は
所
得
や
能
力
と
い
う

一
つ
の
次
元
で
見
た
不
平
等
（
垂
直
的
不
平
等
）

の
是
正
だ
け
で
な
く
、
同
じ
よ
う
な
人
で
も
ジ
ェ

ン
ダ
ー
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
言
語
や
宗
教
の
帰
属

の
違
い
に
よ
っ
て
自
由
や
生
活
に
格
差
が
生
ま
れ
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る
水
平
的
不
平
等
の
是
正
も
強
調
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
『
人
間
開
発
報
告
書
二
○
○
○
』
は
あ

る
次
元
（
所
得
や
能
力
）
の
不
平
等
だ
け
で
な
く
、

同
じ
能
力
や
所
得
で
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
エ
ス
ニ
シ

テ
ィ
、
集
団
の
帰
属
に
よ
っ
て
自
由
や
生
活
に
格

差
が
生
ま
れ
る
「
水
平
的
不
平
等
」（horizontal 

inequality

）
を
是
正
す
る
こ
と
に
も
注
目
し
て
い

る
（
参
考
文
献
⑭
、p.62, B

ox 3.4

）。
同
じ
所
得

や
教
育
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
現
実
の
就
業
機
会

が
限
ら
れ
て
し
ま
う
障
害
者
の
状
況
は
「
水
平
的

不
平
等
」
問
題
の
一
つ
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
人
間
開
発
」
の
諸
概
念
は
障
害

者
と
非
障
害
者
の
間
の
平
等
を
考
え
る
際
に
も
有

益
な
の
で
あ
る
。

●
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
と
障
害

ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（M

illennium
 D

evel-

opm
ent G

oals

＝
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
は
二
○
○
○
年
九

月
の
国
連
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
二
○
一
五

年
を
期
限
に
し
た
貧
困
削
減
の
目
標
で
あ
る
。
Ｍ

Ｄ
Ｇ
ｓ
は
次
の
よ
う
な
八
つ
の
目
標
達
成
を
目
指

し
て
い
る
。

①
極
度
の
貧
困
と
飢
餓
の
撲
滅
、
②
初
等
教
育

の
完
全
普
及
、
③
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
と
女
性
の

エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
、
④
子
ど
も
の
死
亡
率
削
減
、

⑤
妊
産
婦
の
健
康
の
改
善
、
⑥
Ｈ
Ｉ
Ｖ
／
エ
イ
ズ
、

マ
ラ
リ
ア
等
の
疾
病
の
蔓
延
防
止
、
⑦
環
境
的
な

持
続
可
能
性
の
確
保
、
⑧
グ
ロ
ー
バ
ル
な
開
発
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
。

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
一
九
九
○
年
代
の
Ｄ
Ａ
Ｃ
で
行
わ

れ
た
国
際
的
な
議
論
か
ら
発
展
し
て
き
た
も
の
で

あ
る
が
、「
人
間
開
発
」
の
理
念
と
関
連
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
『
人
間
開
発
報
告
書

二
○
○
三
』
は
、
人
間
開
発
の
項
目
と
ミ
レ
ニ
ア

ム
開
発
目
標
の
対
応
を
図
ろ
う
と
し
て
い
る
（
参

考
文
献
⑮
、p.28, B

ox 1

）。
具
体
的
に
は
、「
人

間
開
発
に
お
け
る
基
礎
的
な
能
力
」（「
ケ
イ
パ
ビ

リ
テ
ィ
」
と
呼
ば
れ
る
）
の
中
で
「
長
寿
と
健
康
」

は
目
標
②
、
④
、
⑤
、
⑥
（
幼
児
死
亡
率
や
妊
産

婦
死
亡
率
の
削
減
、
感
染
症
予
防
）、「
教
育
」
は

目
標
②
、
③
（
基
礎
教
育
の
普
遍
化
と
女
性
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
）、「
十
分
な
生
活
水
準
」
は
目

標
①
（
貧
困
と
飢
餓
の
削
減
）
に
対
応
す
る
。
し

か
し
障
害
者
に
と
っ
て
は
も
っ
と
必
要
な
こ
と
も

多
い
。
た
と
え
ば
ヌ
ス
バ
ウ
ム
は
権
利
と
し
て
保

障
す
べ
き
中
心
的
事
柄
（
ケ
イ
パ
ビ
リ
テ
ィ
）
と

し
て
次
の
よ
う
な
も
の
を
提
示
し
て
い
る
。

①
生
命
（
長
寿
）、
②
身
体
的
健
康
、
③
身
体

的
保
全
、
④
感
覚
・
想
像
力
・
思
考
を
働
か
せ
る

経
験
を
持
て
る
こ
と
、
⑤
感
情
を
働
か
せ
る
経
験

を
持
て
る
こ
と
、
⑥
実
践
理
性
を
働
か
せ
る
機
会

を
も
て
る
こ
と
、
⑦
連
帯
。
⑦
│

（A）
他
の
人
々
と

一
緒
に
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
た
め
に
生
き
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
。
⑦
│

（B）
自
尊
心
を
持
ち
屈
辱
を

受
け
る
こ
と
の
な
い
社
会
的
基
盤
を
持
つ
こ
と
、

⑧
自
然
と
の
共
生
、
⑨
遊
び
、
⑩
環
境
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
。
⑩
│

（A）
政
治
的
意
思
決
定
に
参
加
で
き

る
こ
と
。
⑩
│

（B）
物
質
的
資
産
へ
の
権
利
を
持
て

る
こ
と
（
参
考
文
献
⑧
、
九
二
〜
九
五
ペ
ー
ジ
参

照
）。
ヌ
ス
バ
ウ
ム
の
リ
ス
ト
に
あ
る
「
政
治
的

・
市
民
的
自
由
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
参
加
」
と

い
う
項
目
は
、
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
中
に
該
当
す
る
も
の

は
な
い
。ま
た
「
環
境
的
持
続
可
能
性
」（
目
標
⑦
）、

「
平
等
」（
目
標
③
）、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
環

境
」（
目
標
⑧
）
に
つ
い
て
は
内
容
も
も
っ
と
具

体
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

●
目
標
設
定
方
式
の
問
題

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
人
口
比
率
が
参
照
さ
れ
て
い
る
も

の
が
多
い
（
参
考
文
献
⑮
、pp.1-13

）。
た
と
え

ば
目
標
①
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
１
は
二
○
一
五
年
ま
で

に
一
日
一
ド
ル
未
満
で
生
活
す
る
人
口
比
率
を
一

九
九
○
年
に
比
べ
て
半
減
さ
せ
る
と
い
う
も
の
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
２
は
飢
餓
に
苦
し
む
人
口
比
率
の
半

減
で
あ
る
。
ま
た
目
標
⑦
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
10
は
、

安
全
な
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
な
い
人
口
比
率
を
二

○
一
五
年
ま
で
に
半
減
さ
せ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
低
所
得
に
し
ろ
、
水
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
し

ろ
、
障
害
者
は
幾
重
に
も
不
利
な
状
況
に
お
か
れ

て
い
る
た
め
に
、
た
と
え
目
標
が
達
成
さ
れ
て
も
、

取
り
残
さ
れ
る
集
団
の
中
に
入
っ
て
し
ま
う
か
も

し
れ
な
い
。「
一
日
一
ド
ル
」
と
い
う
水
準
で
あ

っ
て
も
障
害
者
は
非
障
害
者
と
同
等
の
生
活
水
準

を
享
受
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
（
参
考
文
献
⑨
、

p.191

）。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
極
度
の
貧
困
と
飢
餓
の
撲

滅
を
目
的
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
最
も

苦
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
障
害
者
こ
そ
最
初

に
救
済
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

●
社
会
の
構
成
員
と
し
て
の
障
害
者

社
会
指
標
は
社
会
全
体
の
「
生
活
の
よ
さ
」

（w
ell-being

）
を
評
価
す
る
た
め
に
作
成
さ
れ

る
の
で
、
そ
れ
は
社
会
全
体
の
価
値
観
を
反
映
し

アジ研ワールド・トレンド No.135（2006．12）─1415─アジ研ワールド・トレンド No.135（2006．12）



特集／障害と開発｜開発のイマージング・イシュー

た
も
の
で
あ
る
の
が
理
想
で
あ
る
。
こ
の
社
会
指

標
で
障
害
者
が
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
の
か
を
考
察
す
る
こ
と
は
、
社
会
が
障
害
者
に

ど
の
よ
う
な
目
を
向
け
て
い
る
か
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
障
害
者
が
少
数
者
で
あ
る
と
は

言
え
、
非
常
に
重
要
な
固
有
の
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て

い
る
か
ら
と
い
っ
て
、「
障
害
者
」
と
い
う
固
有

の
分
類
枠
を
作
っ
て
「
生
活
の
質
」
指
標
を
作
成

す
る
、
と
い
う
こ
と
に
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
参
考
文
献
⑫
参
照
）。
第
一
に
は
「
障
害

者
の
生
活
が
苦
し
い
こ
と
」
と
「
障
害
が
あ
る
ゆ

え
に
生
活
が
苦
し
い
」
と
を
区
別
し
た
方
が
よ
い
。

足
に
障
害
が
あ
っ
て
長
距
離
を
歩
く
の
が
き
つ
い

人
は
自
営
業
の
家
（
あ
る
い
は
近
所
）
の
仕
事
を

す
る
こ
と
が
で
き
て
も
、
都
市
化
が
進
ん
で
雇
用

が
都
市
の
一
部
に
集
中
す
れ
ば
長
距
離
通
勤
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
就
職
で
き
な
い
と
い
う
可
能
性
も

あ
る
。「
障
害
」
と
「
生
活
の
質
」、「
選
択
肢
」

の
間
に
介
在
す
る
多
様
な
社
会
経
済
的
要
因
を
考

慮
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
第
二
は
障
害

者
の
生
活
に
必
要
な
範
囲
を
不
当
に
狭
め
て
し
ま

わ
な
い
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
人
間
で
あ
る
限

り
、
他
の
人
が
や
っ
て
い
る
こ
と
、
た
と
え
ば
働

き
、
友
人
と
交
流
す
る
、
と
い
う
こ
と
は
自
分
も

や
っ
て
み
た
い
と
思
う
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
「
障

害
者
」
と
い
う
一
つ
の
分
類
枠
を
作
っ
て
「
標
準

的
な
障
害
者
の
生
き
方
」
を
設
定
し
て
し
ま
う
と
、

障
害
者
の
必
要
と
す
る
機
会
や
選
択
肢
を
軽
視
し

て
し
ま
う
可
能
性
も
あ
る
。
た
と
え
ば
教
育
は
い

ま
ま
で
の
障
害
者
の
世
代
が
経
験
で
き
な
か
っ
た

よ
う
な
知
識
や
生
き
方
、
価
値
観
を
作
る
た
め
に

あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
に
挑
戦
し
た
方
が

よ
い
。
そ
れ
に
障
害
者
は
非
障
害
者
と
分
離
し
て

生
活
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。

●
き
め
の
細
か
い
開
発
実
践

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
提
案
さ
れ
る
ま
で
に
は
社
会
開
発

や
人
間
開
発
の
様
々
な
提
案
が
行
わ
れ
て
き
た
こ

と
が
背
景
に
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
し
か
し

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
の
中
に
、
障
害
者
の
権

利
実
現
を
組
み
込
ん
で
い
く
た
め
の
具
体
的
な
方

法
を
も
う
少
し
突
き
詰
め
て
考
え
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
の
は
筆
者
だ
け
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
機
会
を
障
害
者
に
と
っ
て
も
実

り
多
い
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
月
並
み
な
言
い

方
で
は
あ
る
が
、
き
め
の
細
か
い
開
発
実
践
が
必

要
な
の
で
あ
る
。

（
の 

が
み　

ひ
ろ
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
開

発
研
修
室
）
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